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キルギス南部の難民や避難民の帰還、UNHCR が持続性を訴える 
 
政府関係者やメディア報道などから、国内避難民や隣国ウズベキスタンに避難し

ていた難民がキルギス南部に帰還しており、その数が増加しているとの報告を受

けた。 
 
現段階で帰還民数を正確に特定することは難しいながらも、彼らの帰還は後押し

され、その数は既に 3 万人におよんでいると考えられる。 
 
キルギスとウズベキスタン両国が危機に対しての解決策を見出し、強制移動を余

儀なくされた人たちの訴えに対応したことに UNHCR は敬意を表した。しかしな

がら、帰還する先の安全性と持続性が備わっていることが知らされていることが

必要となる。 
 
キルギスへの再入国が承認され、難民など移動を余儀なくされた人たちの帰還を

UNHCR は快く受け入れている。彼らの帰還は順序よく、さらに自主的かつ安全

で尊厳が守られる状況のもと、実施されるべきである。そのため、UNHCR は難

民や国内避難民などの意志に反するような帰還の指示を控えるよう、行政機関や

地方自治体に呼びかけている。さらに自主的帰還は人道支援機関などが活動でき

る地域から取り組むべきだと UNHCR は要請している。 
 
詳細については以下、連絡先までお問い合わせください 
 
 
Andijan, Uzbekistan 
Natalia Prokopchuk +99 89 77 124 987 
Prokopch@unhcr.org 
 
Kyrgyzstan, Bishkek 
Ariane Rummery +996 775 989 100 / +92 300 500 1133 
rummery@unhcr.org 
 
Geneva, Switzerland 
Adrian Edwards +41 79 557 9120 
edwards@unhcr.org 
Babar Baloch +41 79 557 9106 
baloch@unhcr.org 
The following link will take you to the above: 
www.unhcr.org/press-releases 

 

 

 


